
竹富町立 船浦中学校 学校だより 令和６年５月31日（金）

～ 校 訓 ～
沃 野

よく や

第３号
発行者 : 校長 宮良 健

みやら けん

沖
縄
で
は
、
６
月
23
日
は
「
慰

霊
の
日
」
で
す
。

沖
縄
は
、
本
土
と
同
じ
大
和
民

族
で
あ
り
な
が
ら
、
独
自
の
文
化

を
築
き
、
琉
球
王
国
と
し
て
明
治

時
代
ま
で
王
政
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
が
終
わ
り
、
廃
藩

置
県
が
行
わ
れ
た
時
に
、
琉
球
も

沖
縄
県
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
か
ら
79
年
前
の
昭

和
20
年
（
一
九
四
五
年
）
沖
縄
に

と
っ
て
、
も
っ
と
も
悲
し
い
歴
史

で
あ
る
太
平
洋
戦
争
（
第
二
次
世

界
大
戦
）
の
地
上
戦
が
私
た
ち
が

住
む
沖
縄
で
あ
り
、
多
く
の
住
民

が
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
亡
く
な
っ
た
人
の
ほ
と
ん

ど
は
兵
隊
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
た
一
般
住
民
で
し
た
。

船
浦
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

日 曜 Ｒ６年　６月　行事予定

1 土 第６４回地区中体連夏季大会

2 日 第６４回地区中体連夏季大会

3 月 振替休日

4 火

5 水 ・校長講話②

6 木

7 金

8 土

9 日 海人祭（ユッカヌヒー）

10 月

11 火

12 水 ・生徒会活動日

13 木 ・授業参観日③

14 金

15 土 おきなわ地域教育の日

16 日 家庭の日　・町民球技大会

17 月 ・平和を考える日

18 火

19 水

20 木 ・平和集会

21 金

22 土 数研①

23 日 慰霊の日

24 月

25 火

26 水 ・生徒会活動日

27 木

28 金

29 土 第44回西表陸上大会

30 日

と
同
じ
中
学
生
も
戦
い
に
参
加
さ

せ
ら
れ
、
疎
開
船
「
対
馬
丸
」
や

「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
、
西
表
島
の

南
風
見
田
の
「
忘
勿
石
」
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
悲
劇
が
沖
縄
の
各

地
で
あ
っ
た
の
で
す
。

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
も
、
沖
縄

は
27
年
間
も
ア
メ
リ
カ
の
配
下
に

置
か
れ
、
一
九
七
二
年
に
や
っ
と

本
土
に
復
帰
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
も
沖
縄
に
は
極
東

最
大
の
「
嘉
手
納
基
地
」
や
海
兵

隊
駐
留
の
「
普
天
間
基
地
」
な
ど

の
多
く
の
米
軍
基
地
が
あ
り
、
戦

闘
機
の
騒
音
や
事
件
・
事
故
な
ど

の
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
の
が
現

状
で
す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道

で
も
「
入
学
式
」
が
騒
音
被
害
で

式
が
中
断
し
た
り
、
授
業
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
学
校
の
敷
地
内
か

ら
不
発
弾
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る

な
ど
、
現
在
も
基
地
被
害
に
苦
し

ん
で
い
る
学
校
や
生
徒
た
ち
も
多

数
存
在
す
る
の
で
す
。

６
月
23
日
「
慰
霊
の
日
」
は
、

沖
縄
戦
の
悲
劇
を
忘
れ
な
い
日
と

し
て
、
ま
た
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ

た
多
く
の
人
々
の
ご
冥
福
を
祈
り

恒
久
平
和
を
誓
う
日
と
し
て
、
毎

年
沖
縄
県
が
主
催
し
て
糸
満
市
摩

文
仁
の
平
和
記
念
公
園
で
「
沖
縄

全
戦
没
者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ
ま

す
。船

浦
中
学
校
で
も
６
月
を
平
和

月
間
に
位
置
づ
け
、
６
月
17
日
に

は
「
平
和
を
考
え
る
日
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
平

和
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
、
悲
し

い
歴
史
の
真
実
を
知
り
、
平
和
の

尊
さ
と
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
み
ん
な
で
確

認
す
る
６
月
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

こ
で
生
徒
の
皆
さ
ん
、
日
頃

か
ら
身
近
な
平
和
の
た
め
に
、
言

動
で
き
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

特
に
言
葉
は
使
い
方
を
間
違
え

る
と
凶
器
に
も
な
り
ま
す
。
先
ず

は
他
者
に
対
す
る
言
葉
遣
い
が
、

身
近
な
平
和
を
つ
く
る
第
一
歩
で

す
。
お
互
い
に
意
識
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

「慰霊の日」

79年前の6月23日、太平洋戦

争末期に県民を巻き込んだ地上

戦が終結しました。

沖縄県では、沖縄戦の終結の

日を、沖縄戦の戦没者の霊を慰

め平和を祈る「慰霊の日」とし

て県の条例で記念日に定められ

ています。

また、糸満市摩文仁（まぶ

に）の「沖縄平和祈念公園」で

は、沖縄全戦没者追悼式が執り

行われ、県全域でも正午の時報

とともに鳴るサイレンにあわせ

て1分間の黙祷を捧げ、戦没者

を追悼する沖縄県民にとっては

大切な日となっています。



日 曜 Ｒ６年　８月　行事予定

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水 ・学校閉庁日

8 木 ・学校閉庁日

9 金 ・学校閉庁日

10 土 七夕

11 日 山の日

12 月 振替休日

13 火

14 水

15 木

16 金 旧盆（ウンケー）

17 土
旧盆（ナカビ）

おきなわ地域教育の日

18 日
旧盆（ウークイ）

家庭の日　・離島甲子園～24日

19 月

20 火

21 水 ・地区学力向上推進講演会

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月 ・２学期始業式

27 火

28 水 ・生徒会活動日

29 木

30 金

31 土

「
本
校
最
上
位
目
標
『
自
ら
考

え
、
判
断
し
、
言
動
で
き
る

人
』
を
目
指
す
た
め
に
、
基
本

的
な
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
態
度
を

習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
転

車
で
安
全
に
通
行
す
る
た
め
の

必
要
な
技
能
や
知
識
を
習
得
さ

せ
る
」
を
ね
ら
い
に
５
月
14
日

（
火
）
に
、
上
原
駐
在
署
の
比

嘉
巡
査
長
を
講
師
に
交
通
安
全

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
廃
止
に
伴

い
、
自
転
車
通
学
を
す
る
生
徒

が
多
数
い
る
た
め
、
当
初
は
地

域
の
皆
様
か
ら
苦
言
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
比

嘉
巡
査
長
か
ら
「
自
転
車
安
全

利
用
五
則
」
な
ど
を
１
つ
１
つ

丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

お
陰
で
、
以
前
よ
り
は
だ
い
ぶ

改
善
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

船
浦
公
民
館
の
定
期
総
会
で

は
、
と
き
め
き
ホ
ー
ル
前
の
坂

道
が
特
に
危
険
な
た
め
、
午
前

７
時
15
分
か
ら
7
時
45
分
の
間

は
、
と
き
め
き
ホ
ー
ル
側
の
歩

道
を
走
行
さ
せ
て
い
だ
く
こ
と

に
つ
い
て
了
承
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
御
理
解
と
御
協
力
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
生
徒
た
ち
の
安

心
・
安
全
の
確
保
に
向
け
た
自

転
車
通
学
に
つ
い
て
の
御
理
解

と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

５
月
20
日
（
月
）
中
３
体
験

ダ
イ
ビ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
も
こ
の
日
を
楽
し
み

に
全
員
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
講
師
の
徳
岡
さ

ん
を
は
じ
め
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
協

会
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
御
協
力

の
お
陰
で
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

⇒ https://www.taketomicho-boe.jp/17/

▼
今
年
度
も
本
物

に
触
れ
て
体
験
す

る
学
校
行
事
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
を

糧
に
島
立
ち
に
必

要
な
資
質
・
能
力

を
育
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
保
護
者
・
地
域

の
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▼
生
徒
た
ち
の

様
子
は
、
本
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
確
認

く
だ
さ
い
♪

竹富町立 船浦中学校 学校だより 令和６年５月31日（金）

日 曜 Ｒ６年　７月　行事予定

1 月 振替休日（西表陸上大会）

2 火

3 水 ・校長講話③

4 木

5 金 ・漢検①

6 土

7 日 ・英検二次

8 月 ・サンゴモニタリング②

9 火

10 水 ・三者面談①

11 木 ・三者面談②

12 金 ・三者面談③

13 土 おきなわ地域教育の日

14 日 家庭の日

15 月 海の日

16 火

17 水 ・生徒会活動日（レク）

18 木 ・学期末清掃

19 金 ・１学期終業式

20 土

21 日 ・県総体開会式～26日

22 月

23 火

24 水
・科学の甲子園ジュニア八重山地区選

考大会

25 木

26 金

27 土
・科学の甲子園ジュニア八重山地区選

考大会（予備）

28 日

29 月

30 火

31 水

https://www.taketomicho-boe.jp/17/

